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・中国の自動車販売は本年1～9月で

累計966万台を記録し、通年で1200

万台に迫りました。

・これは日本（同340万台）の、実に

３倍前後の市場規模となります。

・中国が月間販売で、これまで長く

世界一を記録してきた米国（同793

万台）を超えたのが、本年1月でし

た。世界のマスコミも注目しました。

・本年1～9月の記録から、中国が米

国を越えて、年間販売台数でも、

世界一になることは確実です。
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・中国は国内自動車生産(同970万

台)でも、本年激減している日本

（同520万台）を大きく追い越し、こ

れまた世界一になること必至です。

・先進諸国で「百年に一度」と言わ

れる不況が吹き荒れる中、世界中

が中国の世界経済成長の牽引役を

期待している理由です。

・人口13億人をかかえる中国自動車

市場をいかに理解し、制することが

できるかどうか、日本の自動車産業

ビジネスの未来がかかっています。


